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没後400年
島津義弘ゆかりの地を辿る
NPO法人 かごしま探検の会 代表理事 東川 隆太郎

CONTENTS

おぎおんさぁ開催案内
TALK
福岡出入国在留管理局　鹿児島出張所　
所長　三善　智子　さん

会報アイムは鹿児島商工会議所ホームページに
掲載しています。
パスワード：aim2019

会員さんクローズアップ
有限会社ウェイブロード
代表取締役　奈須 浩明 さん

かごしま検定のご案内
かごしま検定受験対策セミナー/かごしま検定試験

フォトニュース
第22回渋谷・鹿児島おはら祭/青年部第54回通常会員総会
消費税軽減税率対策セミナー
鹿児島港利用促進協議会総会
鹿児島日華親善協会総会/鹿児島日韓親善協会総会

快進撃企業に学べ

部会・委員会活動報告

2

5

14

9

経営相談ガイド
先端設備等導入計画

10

12

消費税軽減税率制度導入対策入門6

15

鹿児島県事業引継ぎ支援センター13

16

20

　弘治3（1557）年、島津貴久は息子らとともに蒲生氏
を攻略することに成功する。その後、義弘は父の命によっ
て永禄3（1560）年から飫肥城に在番することになる。
それは飫肥の領主である一族の島津忠親の養子になっての
ことであった。
　この頃は大隅国の北西域や薩摩国の北東域において、北
原氏や菱刈氏といった国衆との戦いが激化する時期でも
あった。そこで義弘は、父・貴久の命によって横川城の北
原氏を攻めることになる。横川城は標高275メートルを最
高点とし、シラス地形を巧みに利用した山城である。築城
は承久年間（1219～22年）、大隅国守護名越氏の被官で
ある肥後時信によるものとされている。時信は横川氏を名
乗り、9代の種氏まで在番したとされている。その後、城
主は度々代わり、義弘が当城を攻める際には北原伊勢介の
居城となっていた。
　永禄5（1562）年、島津貴久は自らも進軍し、義弘に
大将を任せて北原氏を攻めた。義弘は、馬関田・吉田（現
在のえびの市）や栗野勢を味方にして城内へと切り込ん
だ。その際、城主の北原伊勢介新助父子を討ち取り、横川

を勢力下に置くことに成功している。ちなみに明治維新
後に、日本の警察制度の創始者となる川路利良大警視の
先祖は、この戦いで敗れた北原一族である。
　貴久は、その後微妙な関係の菱刈氏に当城を与え、融
和な方法を模索した。しかし、菱刈氏との関係が悪化し
てからは、島津義久が家臣らを地頭として当城に配置し
ている。
　さて城跡は、南北1500メートル、東西1200メートルも
あり、東側には金山川が流れ外掘の役割をしている。曲
輪は11ほど確認されていて、それらを分ける空堀も残さ
れている。本丸とされる部分には中央から北を囲むよう
に築かれた土塁が残されている。昭和61年に発掘調査が
行われ、土師器、青磁、白磁、天目腕などが出土した。
　横川城の戦いで武功を挙げた義弘は、横川の北に位置
する真幸院を領有することになり、永禄7（1564）年に
飯野城に入る。
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この会報の愛称『アイム』は、鹿児島商工会議所
ビルの愛称と同じです。自己紹介の言葉“I

,
m...”は、

出会いの始まりです。“I”には「インフォメーショ
ン」「インテリジェント」、“m”には「メトロポリス」
「ミート」の意が込められています。

 月のスケジュール 鹿児島商工会議所

期日 件　　名

第42回福祉住環境コーディネーター検定試験　　於：4階アイムホール他

ワンストップ専門相談会（金融・法律）　13:30～16:00　於：13階

第84回リテールマーケティング（販売士）検定試験　於：14階
第9回ビジネスマネジャー検定試験　於:13階

ワンストップ専門相談会（金融・税務）　13:30～16:00　於：13階

おぎおんさぁ　宵祭　16:00～20:00　於：中央公園他

おぎおんさぁ　本祭　11:00～14:30　於：天文館一帯
第26回eco検定試験　於:ホテルタイセイアネックス
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水
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※予定は変更になる場合があります。
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商業部会委員研修会

インフォメーション18
商工会議所会費納入のお願い/新入会員紹介
経済センサス/会報「アイム」ホームページ掲載のお知らせ

トレンド通信
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おぎおんさぁ

○
中
央
公
園
で
の
宵
祭

　
祭
の
雰
囲
気
を
盛
り
上
げ
る
縁
日
コ
ー
ナ
ー
、

飲
食
ブ
ー
ス
を
設
け
る
ほ
か
、
体
験
型
イ
ベ

ン
ト
と
し
て
、
十
二
戴
女
や
稚
児
花
籠
、
子
供

神
輿
等
の
体
験
を
し
て
頂
く
と
と
も
に
、
神

輿
・
山
車
等
の
展
示
や
顔
出
し
パ
ネ
ル
等
を

設
置
し
、
イ
ン
ス
タ
映
え
す
る
ポ
イ
ン
ト
を

多
く
準
備
し
ま
す
。
ま
た
、
中
央
公
園
の
ス

テ
ー
ジ
で
は
、
ご
神
幸
行
列
の
紹
介
、
太
鼓
演

奏
な
ど
を
行
い
、
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
楽
し

め
る
イ
ベ
ン
ト
内
容
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

宵
祭
の
見
ど
こ
ろ

八坂神社～天文館地区
15：00～  社頭祭（八坂神社）

15：45～  宮出し（八坂神社～中央公園）
17：00～  神輿練り（天文館アーケード）
18：10～  神輿練り（照国表参道※歩行者天国）
19：00～  神輿練り終了 中央公園へ移動

・祭りが事故やケガなく安全に執り
  行われるよう祈願する儀式

中央公園
16：00～ ○体験型イベント

　・行列や神輿の衣装貸出し
　・稚児花籠、子供神輿体験
　・顔出しパネル　など
○縁日コーナー
　・射的・輪投げなど
○ステージイベント
　・太鼓演奏、ご神幸行列紹介
　・リトルチェリーズ演奏　他

19：30～ ○傘鉾建て・神輿練り

20：00　 終了

鹿
児
島
市
指
定
無
形
民
俗
文
化
財

▲中央公園特設ステージにて
　各種イベントが行われます

▲中央公園での神輿練り

7
20土 7

20
土

7

21
日

宵
祭

本
祭

八坂神社～天文館地区～中央公園

15:00 ～

鹿
児
島
市
の
夏
の
風
物
詩「
お
ぎ
お
ん
さ
ぁ（
祇
園
祭
）」を
7
月
20
日（
土
）、
21
日（
日
）

の
2
日
間
、
鹿
児
島
市
天
文
館
一
帯
で
に
ぎ
や
か
に
開
催
し
ま
す
。
皆
さ
ま
お
誘
い
合

わ
せ
の
上
、
ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

宵
祭

▲縁日コーナーでは、射
的に輪投げなど、昔な
がらの遊びをお楽しみ
頂けます。

▲迫力のある提灯やぐら
がお出迎えします。

※スケジュールや内容は変更
　となる場合がございます。
　時間は目安です。

【
お
問
い
合
わ
せ
】

鹿
児
島
お
ぎ
お
ん
さ
ぁ
振
興
会
事
務
局

（
鹿
児
島
商
工
会
議
所
内
）

 

　
☎
0
9
9
‐
2
2
5
‐
9
5
3
4

歩行者天国ゾーン 18：00～19：00
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おぎおんさぁ

本
祭
の
見
ど
こ
ろ

○
ご
神
幸
行
列

　
本
祭
の
ご
神
幸
行
列
で
は
、
長
さ
７
〜
11
ｍ
の
傘
鉾

や
御
所
車
、
十
二
戴
女
、
稚
児
花
籠
、
３
基
の
山
車
、

迫
力
あ
る
10
基
の
神
輿
な
ど
総
勢
３
千
人
が
天
文
館
の

電
車
通
り
一
帯
を
に
ぎ
や
か
に
練
り
歩
き
ま
す
。

巡幸行事
11：00～  発幸祭（中央公園）
11：20～  ご神幸行列出発（中央公園）
12：15～  天文館電車通り（※歩行者天国）での
　　　　  ご神幸行列の巡幸開始
14：30～  着幸祭（アイムビル前）
15：30  　歩行者天国終了

▲外国人の神輿担ぎ手も募集

▲地方山車▲猿田彦

天文館電車通り
（歩行者天国）での神輿練り▼

▲阿吽山車 ▲御所車

▲迫力ある傘鉾の名人芸

中央公園～天文館電車通り一帯

7
21日

11:00 ～

本
祭

発幸祭

ご神幸行列（巡行開始）

11：00～
出　発 11：20～

14：30

ご

大人神輿稚児上げ
12：30～12：45

12：15～

大人神輿稚児上げ
13：25～13：45

歩行者天国ゾーン 11：30～15：30
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おぎおんさぁ

記念品や贈答品としていかがですか？
｢おぎおんさぁ｣扇子 限定販売します！

オリジナル扇子

◆お問い合わせ
鹿児島おぎおんさぁ振興会事務局(鹿児島商工会議所内)TEL 099(225)9533

　今月20、21日に開催される夏の風物詩「おぎおんさぁ」の公式記念扇子が完成しました。今年
も「おぎおんさぁ」のにぎやかな風景を描いた扇子となっております。この時期のみの数量限定販
売となっておりますので、記念品や贈答品としてお買い求めください。販売場所は、鹿児島商工会
議所13階となります。

表 裏

○
入
賞

・
特
選
１
点︵
賞
状
、賞
金
３
万
円
、副
賞
︶

・
優
良
２
点︵
賞
状
、賞
金
１
万
円
︶

・
入
選
5
点︵
賞
状
、商
品
券
５
千
円
︶

・
佳
作
数
点︵
賞
状
︶

○
作
品
の
応
募
に
つ
い
て

・
サ
イ
ズ

　
四
つ
切
り
２
５
４
×
３
０
５
ミ
リ

︵
ワ
イ
ド
四
つ
切
り
も
可
︶を
上
限
と

し
ま
す
。

　
※
カ
ラ
ー
、モ
ノ
ク
ロ
い
ず
れ
も
可

・
応
募
点
数
　
３
点
以
内

・
応
募
締
切

　
令
和
元
年
８
月
５
日︵
月
︶必
着

※
本
年
は
、イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
に
よ
る

　
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
も
開
催
予
定
で
す
。

　
内
容
は
後
日
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
公
表

致
し
ま
す
。

▲昨年の特選 (野村強
氏「夏に燃ゆる」)

フォトコンテスト
作品募集

御
玉
串
に
つ
い
て

　
御
玉
串
は
ご
神
幸
行
列
の
道
す
が

ら
、
道
行
く
人
々
に
商
売
繁
昌
、
無

病
息
災
の
御
利
益
と
御
加
護
を
祈
念

し
、
お
渡
し
す
る
﹁
お
ぎ
お
ん
さ
ぁ
﹂

独
特
の
も
の
で
、
八
坂
神
社
に
て
御

祈
祷
清
祓
い
が
し
て
あ
り
ま
す
。
本

祭
の
ご
神
幸
行
列
の
際
に
奉
仕
者
が

お
配
り
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
お
賽

銭
を
ご
準
備
く
だ
さ
い
。

　
お
受
け
に
な
ら
れ
た
ら
、
会
社
や

家
の
中
の
神
棚
や
棚
の
上
な
ど
清
浄

な
場
所
で
、
南
向
き
か
東
向
き
に
お

祀
り
く
だ
さ
い
。
古
い
玉
串
は
八
坂

神
社
ま
た
は
お
近
く
の
神
社
へ
お
納

め
く
だ
さ
い
。
神
社
に
て
お
焚
き
上

げ
致
し
ま
す
。

き
よ
め
は
ら
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TALK

外
国
人
と
共
生
す
る
時
代
へ
、
新
た
な
体
制
で
迎
え
ま
す

QA

QA

みよし ともこ さん

福岡県出身

1986年7月　福岡入国管理局に入局

　　　　　　　福岡空港、那覇空港、那覇支局などに勤務

　　　　　　　1999年には鹿児島出張所でも勤務

2010年4月　大阪入国管理局関西空港支局統括審査官

2016年4月　福岡入国管理局那覇支局嘉手納出張所 所長

2017年4月　福岡入国管理局鹿児島出張所 所長

　（2019年4月より福岡出入国在留管理局鹿児島出張所）

福岡出入国在留管理局
鹿児島出張所

所長 三善 智子さん

TALK

　
4
月
１
日
に
組
織
改
変
。
新
体
制
で

の
業
務
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　
当
所
は
国
の
出
先
機
関
で
、
外
国
人

の
出
入
国
や
在
留
に
関
す
る
審
査
・
手

続
き
な
ど
を
担
当
し
て
い
ま
す
。

　
４
月
に
﹁
出
入
国
在
留
管
理
庁
﹂
が

新
設
さ
れ
、
出
張
所
も
﹁
福
岡
出
入
国

在
留
管
理
局
鹿
児
島
出
張
所
﹂
に
変
わ

り
ま
し
た
。
以
前
の
﹁
入
国
管
理
局
﹂

は
法
務
省
の
内
部
部
局
で
し
た
が
、
こ

れ
か
ら
は
外
局
の
﹁
庁
﹂
と
な
り
、
組

織
と
し
て
の
業
務
体
制
が
強
化
さ
れ
ま

し
た
。

　
組
織
改
変
の
大
き
な
理
由
は
、
業
務
内

容
の
拡
大
に
対
応
す
る
た
め
で
す
。
出
入

国
管
理
及
び
難
民
認
定
法
が
改
正
さ
れ
、

４
月
１
日
よ
り
新
た
な
外
国
人
材
受
け
入

れ
制
度
が
施
行
さ
れ
ま
し
た
。
在
留
管
理

の
面
で
量
的
に
も
質
的
に
も
業
務
が
増
え

る
ほ
か
、
制
度
が
う
ま
く
活
用
さ
れ
る
た

め
の
環
境
作
り
も
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
国
の
計
画
で
は
５
年
間
で
約

34
万
人
の
受
け
入
れ
が
見
込
ま
れ
て
い
て
、

産
業
分
野
も
多
岐
に
わ
た
る
こ
と
か
ら
関

係
省
庁
も
多
く
、
さ
ら
に
県
や
市
町
村
、

登
録
支
援
機
関
や
受
け
入
れ
機
関
な
ど
、

い
ろ
い
ろ
な
と
こ
ろ
が
関
わ
っ
て
き
ま
す
。

私
た
ち
は
関
係
各
所
を
つ
な
ぐ
統
合
調
整

の
役
割
も
担
い
ま
す
。

　
そ
れ
か
ら
、
外
国
人
観
光
客
も
増
加
し

て
い
ま
す
。
今
年
は
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド

カ
ッ
プ
が
開
催
さ
れ
ま
す
し
、
来
年
は
東

京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
も

あ
り
ま
す
。
出
入
国
審
査
を
よ
り
厳
格
に
、

よ
り
円
滑
に
し
て
い
け
る
よ
う
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
手
続
き
の
自
動
化
が
進
め
ら

れ
、
鹿
児
島
空
港
で
も
２
０
１
７
年
か
ら

バ
イ
オ
カ
ー
ト
︵
列
に
並
ん
で
い
る
時
間

を
利
用
し
て
、
事
前
に
機
械
で
指
紋
や
顔

写
真
を
登
録
︶
が
導
入
さ
れ
ま
し
た
。

　
出
張
所
の
あ
る
鹿
児
島
港
湾
合
同
庁
舎

も
新
し
く
な
り
ま
し
た
。
５
月
20
日
よ
り

浜
町
の
新
庁
舎
３
階
で
業
務
を
行
っ
て
い

ま
す
。
館
内
は
白
を
基
調
と
し
た
明
る
い

雰
囲
気
で
、
気
持
ち
良
く
ご
利
用
い
た
だ

け
る
と
思
い
ま
す
。

　
外
国
人
材
の
受
け
入
れ
拡
大
に
つ
い
て
、

今
後
の
展
望
は
い
か
が
で
す
か
？

　
新
た
な
制
度
で
は
、
在
留
資
格
に
﹁
特

定
技
能
１
号
﹂
お
よ
び
﹁
２
号
﹂
が
新
設

さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
特
定
分
野
に
お

い
て
相
当
程
度
の
技
能
水
準
を
要
す
る
業

務
を
対
象
に
、
必
要
な
技
能
や
日
本
語
能

力
を
有
す
る
外
国
人
が
雇
用
契
約
に
基
づ

い
て
従
事
で
き
る
も
の
で
す
。

　
現
在
︵
２
０
１
９
年
６
月
時
点
︶
、
各

分
野
ご
と
の
技
能
試
験
や
日
本
語
試
験
が

順
次
実
施
さ
れ
、
外
国
人
の
支
援
を
行
う

登
録
支
援
機
関
の
登
録
も
進
ん
で
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
、
外
国
人
材
の
受
け
入
れ
が
本

格
的
に
増
加
し
て
い
く
こ
と
が
予
想
さ
れ

ま
す
。
外
国
人
を
と
も
に
働
く
仲
間
と
し

て
迎
え
入
れ
、
う
ま
く
地
域
社
会
に
と
け

込
ん
で
、
安
心
し
て
働
く
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
、
関
係
各
所
と
連
携
し
な
が
ら
支

援
し
ま
す
。

　
今
後
は
、
外
国
人
と
の
関
わ
り
が
増
え

ま
す
。
鹿
児
島
県
に
お
い
て
は
農
業
や
水

産
業
、
食
品
加
工
業
、
観
光
業
な
ど
の
分

野
で
外
国
人
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　
事
業
者
の
皆
様
に
も
、
制
度
へ
の
理
解

を
お
願
い
し
ま
す
。
外
国
人
を
雇
用
す
る

際
に
は
必
要
な
資
格
や
手
続
き
が
あ
り
ま

す
の
で
、
事
前
の
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

留
学
生
が
ア
ル
バ
イ
ト
を
す
る
と
き
も
、

﹁
資
格
外
活
動
許
可
﹂
を
受
け
て
い
る
こ

と
が
条
件
と
な
り
ま
す
。
不
明
な
点
や
疑

問
に
思
う
こ
と
が
あ
れ
ば
、
お
気
軽
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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軽減税率対策入門

⑴
消
費
税
率
の
引
き
上
げ

　
消
費
税
の
税
率
が
令
和
元
年
︵
平
成
31

年
︶
10
月
1
日
よ
り
引
き
上
げ
ら
れ
ま
す

が
、
同
時
に
軽
減
税
率
が
導
入
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
旧
税
率
の
据
置
の
も
の
も
あ
り
ま

す
。
複
数
の
税
率
が
生
ず
る
タ
イ
ミ
ン
グ

と
内
容
を
理
解
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

①
標
準
税
率
の
引
き
上
げ
　
　

　
消
費
税
は
、
内
訳
と
し
て
国
税
の
消
費

税
と
地
方
税
の
地
方
消
費
税
に
分
か
れ
ま
す
。

　
消
費
税
の
税
率
は
、
国
税
・
地
方
税
を

合
わ
せ
る
と
８
％
か
ら
10
％
に
引
き
上
げ

ら
れ
ま
す
が
、
国
税
・
地
方
税
の
内
訳
ま

で
見
る
と
次
の
よ
う
に
税
率
が
引
き
上
げ

ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

②
軽
減
税
率
の
導
入

　
軽
減
税
率
は
、
そ
の
名
の
通
り
負
担
を

軽
く
、
減
ら
し
た
税
率
と
す
る
も
の
で
す

が
、
対
象
と
な
る
も
の
は
、
飲
食
料
品
と

新
聞
で
す
。
軽
減
税
率
は
10
％
と
な
っ
た

標
準
か
ら
８
％
に
軽
減
す
る
も
の
で
す
が
、

両
者
を
内
訳
の
税
率
ま
で
比
較
し
て
示
す

と
次
の
通
り
で
す
。

標
準
税
率
　
10
％

︵
国
税
７
・
８
％
＋
地
方
税
２
・
２
％
︶

軽
減
税
率
　
８
％
　

︵
国
税
６
・
２
４
％
＋
地
方
税
１
・
７

６
％
︶

︵
注
意
点
︶
標
準
に
対
す
る
軽
減
で
あ
っ

て
、
①
に
示
し
た
旧
税
率
の
据
置
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。

③
旧
税
率
の
据
置
（
経
過
措
置
）

　
平
成
31
年
４
月
１
日
︵
指
定
日
︶
よ
り

前
に
契
約
等
を
行
っ
た
も
の
で
、
旧
税
率

が
据
え
置
か
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

︵
経
過
措
置
の
対
象
の
例
︶

・
請
負
工
事
等
の
請
負
契
約

・
通
信
販
売
等

・
資
産
の
貸
付
け

・
旅
客
運
賃
の
通
常
の
乗
車
券
の
他
、
回

数
券
、
定
期
券
、
映
画
・
遊
園
地
等
の

入
場
券

・
電
気
料
金
等
の
検
針
等
で
料
金
が
確
定

す
る
も
の

消費税
軽減税率制度
導入対策入門

⑵
令
和
元
年
（
平
成

　年
）
中
の

　
改
正
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

　
３
つ
の
税
率
が
存
在
し
ま
す
。
同
じ

８
％
で
も
旧
税
率
と
軽
減
税
率
と
は
異
な

る
の
で
区
分
し
て
経
理
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

税
負
担
率
　
　

消
費
税︵
国
税
︶＋
地
方
消
費
税︵
地
方
税
︶

＝

31

　今年10月1日から消費税
の税率が10％に引き上げら
れるとともに、食料品など
一部品目の税率を8％とす
る「消費税軽減税率制度」
が導入されます。そこで、
消費税の引き上げや軽減税
率制度の内容とその影響に
ついて、税理士の森田純弘
氏に解説して頂きました。

図1. 改正スケジュール（10月1日の改正後には3つの税率が存在する。）

１
．
税
率
引
き
上
げ
と

　
　
　
　
　
　
　
改
正
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

8 ％

10％

（国税6.3％＋
　　　地方税1.7％）

（国税7.8％＋
　　　地方税2.2％）

新

旧

引き上げ

指定日4/1
※
10/1

指定日の前日
3/31

10％
軽8％
旧8％

３
つ
の
税
率



⑴
軽
減
税
率
の
対
象

　
軽
減
税
率
の
対
象
と
な
る
も
の
は
、
飲

食
料
品
と
新
聞
で
す
が
、
軽
減
税
率
の
対

象
か
ら
除
外
さ
れ
て
い
る
も
の
も
あ
り
ま

す
。
こ
こ
で
は
簡
単
に
説
明
し
て
あ
り
ま

す
。
実
務
上
、
区
分
が
分
か
り
辛
い
も
の

も
あ
り
ま
す
が
、
国
税
庁
は
Ｗ
Ｅ
Ｂ
そ
の

他
で
具
体
例
に
つ
い
て
も
示
し
て
い
る
の

で
参
考
に
す
る
と
良
い
と
思
い
ま
す
。

①
飲
食
料
品

飲
食
料
品
は
、
食
品
表
示
法
に
規
定
す
る

食
品
で
、
こ
れ
は
﹁
飲
食
物
﹂

︵
人
の
飲
用
又
は
食
用
に
供
さ

れ
る
も
の
︶
で
概
ね
次
の
も
の

で
す
。

・
農
産
物
、
畜
産
物
、
水
産
物

・
製
造
又
は
加
工
さ
れ
た
食
品

・
添
加
物

　
な
お
、
例
え
ば
、
お
ま
け
付

き
飲
食
料
品
、
容
器
入
り
飲
食

料
品
の
よ
う
な
食
品
と
食
品
以

外
の
資
産
が
あ
ら
か
じ
め
一
体

で
、
一
体
と
し
て
の
価
格
の
み

が
提
示
し
て
い
る
も
の
も
全
額

が
軽
減
の
対
象
と
な
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

︵
軽
減
の
対
象
の
要
件
︶

い
ず
れ
も
充
た
す
場
合

・
一
体
資
産
の
う
ち
、
税
抜
価
額
が
１
万

円
以
下

・
食
品
の
価
額
の
占
め
る
割
合
が
２
／
３

以
上

②
新
聞

　
新
聞
で
対
象
と
な
る
も
の
は
週
２
回
以

上
発
行
さ
れ
る
新
聞
で
定
期
購
読
契
約
の

も
の
な
の
で
、
売
店
等
で
購
入
し
た
も
の

に
つ
い
て
は
軽
減
税
率
の
対
象
と
な
り
ま

せ
ん
。

⑵
軽
減
対
象
の
除
外（
標
準
税
率
、非
課
税
）

　
食
品
で
あ
っ
て
も
軽
減
税
率
の
対
象
と

な
ら
な
い
も
の
も
あ
り
ま
す
。
こ
の
場
合

に
は
標
準
税
率
の
10
％
が
適
用
さ
れ
る
も

の
も
あ
り
ま
す
が
、
中
に
は
、
そ
も
そ
も

消
費
税
上
非
課
税
の
も
の
も
あ
り
ま
す
。

①
医
薬
品
、
医
薬
部
外
品
、
再
生
医
療

等
製
品
の
軽
減
か
ら
の
除
外

　
こ
れ
ら
に
該
当
し
な
い
健
康
食
品
に
該

当
す
る
飲
食
料
品
は
軽
減
の
対
象
と
な
り

ま
す
。
例
え
ば
、
栄
養
ド
リ
ン
ク
剤
は
軽

減
の
対
象
の
も
の
と
軽
減
の
対
象
と
な
ら

な
い
も
の
の
、
両
方
が
あ
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。

　
な
お
、
医
薬
品
等
で
あ
っ
て
も
、
い
わ

ゆ
る
保
険
適
用
薬
品
な
ら
そ
も
そ
も
消
費

税
は
非
課
税
︵
社
会
保
険
診
療
報
酬
等
︶

と
な
り
ま
す
。

②
ア
ル
コ
ー
ル
の
軽
減
か
ら
の
除
外

　
ア
ル
コ
ー
ル
は
軽
減
の
対
象
か
ら
除
外

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
ア
ル
コ
ー
ル
度
数
一

度
︵
１
％
︶
未
満
の
も
の
は
、
飲
食
料
品

と
し
て
譲
渡
等
す
れ
ば
、
軽
減
の
対
象
と

な
り
ま
す
。

③
外
食
・
ケ
ー
タ
リ
ン
グ
、
出
張
料
理

等
の
軽
減
か
ら
の
除
外

　
外
食
や
ケ
ー
タ
リ
ン
グ
、
出
張
料
理
等

は
食
品
の
提
供
を
す
る
も
の
で
す
が
、
軽

減
税
率
の
対
象
か
ら
は
除
外
さ
れ
て
い
ま

す
。
な
お
、
外
食
・
ケ
ー
タ
リ
ン
グ
、
出

張
料
理
等
と
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
す
。

︻
外
食
︼

　
飲
食
店
営
業
等
、
食
事
の
提
供
を
行

う
事
業
者
が
、
テ
ー
ブ
ル
・
椅
子
等
の

飲
食
に
用
い
ら
れ
る
設
備
が
あ
る
場
所

に
お
い
て
飲
食
料
品
を
飲
食
さ
せ
る
役

務
の
提
供

︻
ケ
ー
タ
リ
ン
グ
、
出
張
料
理
等
︼

　
相
手
方
が
指
定
し
た
場
所
に
お
い
て

行
う
加
熱
、
調
理
又
は
給
仕
等
の
役
務

の
提
供
を
伴
う
飲
食
料
品
の
提
供

※
出
前
・
宅
配
に
つ
い
て
は
軽
減
税
率

８
％
の
対
象
と
な
っ
て
い
ま
す
。

※
軽
減
の
判
定
に
つ
い
て
は
、
飲
食
料
品

を
提
供
す
る
時
で
判
断
す
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　
国
税
庁
で
は
﹁
消
費
税
の
軽
減
税
率
制

度
に
関
す
る
Ｑ
＆
Ａ
﹂
と
し
て
具
体
例
を

Ｗ
Ｅ
Ｂ
上
で
公
開
し
て
い
ま
す
。

※
そ
の
他
、
軽
減
の
対
象
と
な
る
給
食
等

と
し
て
、
有
料
老
人
ホ
ー
ム
等
の
施
設

が
提
供
す
る
も
の
に
は
軽
減
の
対
象
と

な
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。
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図2. 軽減税率の対象品目（出典：日本商工会議所「中小企業
　　 のための消費税軽減税率制度導入と消費税転嫁対策）

2
．
軽
減
税
率
の
対
象
と
判
断
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納
付
す
る
消
費
税
額
の
基
本
は
、
売
上

げ
に
係
る
消
費
税
額
か
ら
仕
入
れ
に
係
る

消
費
税
額
を
控
除
し
て
計
算
し
ま
す
。
こ

の
仕
入
税
額
控
除
が
認
め
ら
れ
な
い
と
当

然
に
納
付
税
額
は
大
き
く
な
り
ま
す
。
今

回
の
軽
減
税
率
の
導
入
と
と
も
に
そ
の
要

件
が
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

⑴
現
行

　
左
記
の
５
つ
の
事
項
を
記
載
し
た
帳
簿

及
び
請
求
書
等
の
両
方
の
保
存
義
務
が
あ

り
ま
す
。

①
相
手
方
の
氏
名
又
は
名
称
︵
仕
入
れ
先
︶

②
年
月
日

③
内
容

④
支
払
対
価
の
額

⑤
交
付
を
受
け
る
事
業
者
の
氏
名
又
は
名
称

︵
宛
名
、
当
社
、
領
収
書
を
受
取
る
側
︶

※
小
売
業
、
飲
食
店
業
、
写
真
業
、
旅
行

業
等
・
・
⑤
の
記
載
を
省
略
可

※
請
求
書
、
領
収
書
、
納
品
書
な
ど
取
引

の
事
実
を
証
す
る
書
類

⑵
新
制
度

区
分
記
載
請
求
書
等
保
存
方
式

①
区
分
記
載
請
求
書
等
の
導
入

　
名
前
だ
け
見
る
と
難
し
そ
う
で
す
。
面

倒
な
作
業
が
増
え
る
こ
と
は
間
違
い
あ
り

ま
せ
ん
が
難
し
い
制
度
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

簡
単
な
表
現
を
す
る
と
、
10
％
︵
標
準
︶

と
8
％
︵
軽
減
︶
を
区
分
し
て
記
載
を
し

て
い
る
請
求
書
等
を
保
存
し
な
さ
い
と
い

う
制
度
で
す
。
帳
簿
に
つ
い
て
も
追
加
の

記
載
が
必
要
で
す
。
軽
減
分
だ
け
明
ら
か

に
す
れ
ば
、
あ
と
は
標
準
な
の
で
、
そ
れ

ぞ
れ
、
請
求
書
等
及
び
帳
簿
の
記
載
事
項

が
軽
減
分
だ
け
追
加
さ
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。

②
追
加
さ
れ
る
事
項

○
請
求
書
等

﹁
軽
減
税
率
の
対
象
品
目
で
あ
る
旨
﹂

﹁
税
率
ご
と
に
合
計
し
た
対
価
の
額
︵
税

込
み
︶
﹂

○
帳
簿

﹁
軽
減
税
率
の
対
象
品
目
で
あ
る
旨
﹂

※
具
体
的
な
記
載
方
法
に
は
、
次
の
も
の

　
が
あ
り
ま
す
。
国
税
庁
の
資
料
等
で
確

認
下
さ
い
。

・
記
号
、
番
号
等
を
使
用
す
る
場
合

・
同
一
請
求
書
内
で
税
率
ご
と
に
商
品
を

区
分
し
て
区
分
記
載
請
求
書
等
を
発
行

す
る
場
合

・
税
率
ご
と
に
区
分
記
載
請
求
書
等
を
分

け
て
発
行
す
る
場
合

※
こ
れ
ら
の
他
、
建
前
上
、
区
分
経
理
に

対
応
す
る
準
備
が
整
わ
な
い
等
、
税
率

の
異
な
る
ご
と
に
合
計
す
る
こ
と
に
つ

き
困
難
な
事
情
が
あ
る
中
小
事
業
者
に

つ
い
て
認
め
ら
れ
る
特
例
が
設
け
ら
れ

る
予
定
で
す
。

︵
森
田
純
弘
税
理
士
︶

3
．「
仕
入
税
額
控
除
」を

　
　
　
　
　
　
　
受
け
る
た
め
の
要
件

図3. 区分記載請求書の書き方（出典：日本商工会議所「中小企業のための消費税
　　 軽減税率制度導入と消費税転嫁対策」）

売上げに係る消費税額－
＝

仕入れに係る消費税額

納付する消費税額
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かごしま検定案内

【
か
ご
し
ま
検
定
と
は
？
】

　
か
ご
し
ま
検
定
は
、
県
内
外
を
問
わ
ず
多

く
の
方
々
が
鹿
児
島
へ
の
関
心
を
持
つ

き
っ
か
け
を
つ
く
り
、
そ
の
素
晴
ら
し
さ
を

実
感
し
て
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
に
、
当
商

工
会
議
所
が
独
自
に
実
施
し
て
い
る
検
定

で
す
。

　
取
得
を
目
指
し
て
勉
強
す
る
こ
と
で
、
鹿

児
島
の
良
さ
や
、
深
い
歴
史
、
地
域
の
特
徴

な
ど
を
再
認
識
す
る
こ
と
が
で
き
、
特
に
観

光
関
連
産
業
な
ど
に
必
要
な
知
識
を
習
得

で
き
ま
す
。

2019年9月11日(水)
マスター10：00～、
シニアマスター13：30～

マスター　　　　　3,240円(税込)
シニアマスター　　3,240円(税込)

県内9地域と東京・大阪の11箇所
※申込みの際に希望受験地をご記入
　ください。

2019年7月16日(火)～8月16日(金)

銀行振込または窓口でのお申込み

※9月の検定試験は、マスター試験、
　シニアマスター試験のみの実施となります。

今後のスケジュール

日　　時

申込期間

受 験 料

受 験 地

申込方法

【お申し込み・お問い合わせ】
産業振興部
　TEL：099-225-9540 FAX：099-227-1977
　 Mail:shinkou@road.ocn.ne.jp

公式テキストブック(改訂版)、
過去問題集(マスター試験対応)、好評販売中！
県内の主要書店、当商工会議所にて販売しております。

公式テキストブック
価格2,000円(税抜)

過去問題集
価格1,500円(税抜)

か
ご
し
ま
検
定

〜
鹿
児
島
観
光
・
文
化
検
定
〜

　
５
月
12
日
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
か
ご
し
ま
探
検
の

会
代
表
理
事
の
東
川
隆
太
郎
氏
を
講
師
に
招

き
、
か
ご
し
ま
検
定
受
験
対
策
セ
ミ
ナ
ー
を
開

催
し
た
。

　
自
然
・
歴
史
・
文
化
な
ど
５
分
野
に
つ
い

て
の
、
約
３
時
間
の
講
義
。15
人
の
受
講
者
は
、

講
師
の
説
明
を
熱
心
に
聞
き
入
り
、
ノ
ー
ト
に

重
要
点
を
書
き
と
め
る
な
ど
し
、
合
格
に
必
要

な
知
識
を
深
め
た
。ま
た
、
講
義
の
後
に
、
プ
レ

テ
ス
ト
に
挑
戦
し
、理
解
度
を
確
認
し
た
。

　
当
商
工
会
議
所
は
６
月
２
日
、
か
ご
し
ま
検

定
試
験
の
マ
ス
タ
ー︵
標
準
ク
ラ
ス
︶、
シ
ニ
ア

マ
ス
タ
ー
︵
上
位
ク
ラ
ス
︶、
グ
ラ
ン
ド
マ
ス

タ
ー︵
最
上
位
ク
ラ
ス
︶３
階
級
の
試
験
を
、
県

内
お
よ
び
東
京
・
大
阪
会
場
で
実
施
し
た
。

　
学
生
や
ホ
テ
ル
・
旅
行
業
界
を
は
じ
め
と

し
た
幅
広
い
業
種
の
方
々
が
、
３
階
級
合
わ
せ

て
99
名
が
受
験
し
、
自
然
や
歴
史
、
文
化
な
ど

５
分
野
か
ら
の
問
題
に
挑
戦
し
た
。

か
ご
し
ま
検
定
99
人
が
挑
戦
！

6
2

5
12

合
格
に
向
け
知
識
を
深
め
る

か
ご
し
ま
検
定
受
験
対
策
セ
ミ
ナ
ー
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フォトニュース

photo News
　
5
月
19
日
、
今
年
で
22
回
目
と
な
る﹁
渋
谷
・

鹿
児
島
お
は
ら
祭
﹂
が
、
東
京
都
渋
谷
区
の
道

玄
坂
、
文
化
村
通
り
で
盛
大
に
開
催
さ
れ
た
。

今
年
は
総
勢
66
の
踊
り
連
約
２
６
０
０
人
が

参
加
し
、
当
商
工
会
議
所
か
ら
も
、
議
員
事
業

所
・
青
年
部
踊
り
連
と
し
て
21
名
が
参
加
し
た
。

　
ま
た
、
今
回
は
、
例
年
本
祭
に
合
わ
せ
て
開

催
し
て
い
る
﹁
さ
つ
ま
の
物
産
展
﹂
の
他
に
、

﹁
鹿
児
島
焼
酎
＆
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
フ
ェ
ス
﹂
が

代
々
木
公
園
で
行
わ
れ
、
県
内
か
ら
30
以
上
の

蔵
元
が
参
加
し
、
多
く
の
人
が
鹿
児
島
の
焼
酎

や
郷
土
料
理
を
楽
し
ん
で
い
た
。

　
５
月
22
日
、
鹿
児
島
商
工
会
議
所
青
年
部
第

54
回
通
常
会
員
総
会
を
開
催
し
、
平
成
30
年
度

事
業
報
告
と
決
算
が
承
認
さ
れ
た
。出
席
の
会

員
49
名
を
前
に
、
若
松
伸
一
会
長
︵
㈱
ワ
カ
マ

ツ
自
動
車 

代
表
取
締
役
︶
は
、﹁
今
年
度
は

”Ｙ
Ｅ
Ｇ
　
Ｅ
Ｖ
Ｅ
Ｒ
　
Ｏ
Ｎ
Ｗ
Ａ
Ｒ
Ｄ
　
〜

限
り
な
き
前
進
〜

“
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
掲
げ
、

青
年
部
活
動
を
通
じ
様
々
な
繋
が
り
を
築
き

上
げ
、
政
策
提
言
活
動
な
ど
、
新
た
な
事
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
き
た
い
。﹂と
宣
言
し
た
。

第
22
回
渋
谷
・
鹿
児
島
お
は
ら
祭

渋
谷
が
鹿
児
島
色
に
染
ま
っ
た
！

第
54
回
通
常
会
員
総
会
を
開
催

事
業
計
画
と
決
算
を
承
認

5
22

5
19

　
５
月
24
日
、
㈱
Ｉ
Ａ
Ｃ
の
秋
島
一
雄
氏
を
講

師
に
招
き
、
消
費
税
軽
減
税
率
制
度
導
入
対
策

セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
、39
名
が
受
講
し
た
。

　
消
費
税
軽
減
税
率
制
度
の
概
要
や
同
制
度

導
入
に
よ
る
事
業
者
へ
の
影
響
、
変
更
と
な
る

事
務
処
理
、
そ
し
て
軽
減
税
率
に
対
応
し
た
レ

ジ
の
入
れ
替
え
の
際
に
活
用
で
き
る
補
助
金

な
ど
に
つ
い
て
講
師
よ
り
説
明
が
あ
っ
た
。

　
受
講
者
か
ら
は
、﹁
導
入
ま
で
半
年
を
切
っ

て
い
る
が
、
具
体
的
な
対
策
を
講
じ
て
い
な

か
っ
た
。セ
ミ
ナ
ー
を
受
講
し
、
何
を
す
べ
き

か
が
理
解
で
き
た
。﹂﹁
国
の
補
助
金
を
活
用
し
、

軽
減
税
率
対
応
レ
ジ
を
導
入
し
た
い
。﹂
な
ど

の
声
が
あ
っ
た
。

消
費
税
軽
減
税
率
制
度

　
　
　
　
　
導
入
対
策
セ
ミ
ナ
ー

5
24

鹿
児
島
商
工
会
議
所
青
年
部
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フォトニュース

　
鹿
児
島
港
利
用
促
進
協
議
会
︵
会
長：

鹿
児

島
商
工
会
議
所 

川
畑
孝
則
副
会
頭
︶
は
６
月
３

日
、
鹿
児
島
商
工
会
議
所
ビ
ル
に
お
い
て
令
和

元
年
度
総
会
を
開
催
し
た
。

　
総
会
で
は
、
平
成
30
年
度
の
事
業
報
告
・
決

算
、
ま
た
、
令
和
元
年
度
の
事
業
計
画
・
予
算

が
承
認
さ
れ
た
。

　
な
お
、
本
年
度
の
計
画
に
は
、
内
貿
・
外
貿

の
振
興
や
マ
リ
ン
ポ
ー
ト
か
ご
し
ま
﹁
鹿
児
島

港
国
際
ク
ル
ー
ズ
拠
点
整
備
事
業
﹂
の
推
進
な

ど
ク
ル
ー
ズ
船
乗
船
客
の
利
便
性
向
上
に
関

す
る
活
動
等
な
ど
が
盛
り
込
ま
れ
た
。

　
鹿
児
島
日
華
親
善
協
会
は
6
月
11
日
、
城
山

ホ
テ
ル
鹿
児
島
に
て
令
和
元
年
度
定
時
総
会

を
開
催
し
、
平
成
30
年
度
事
業
報
告
と
収
支
決

算
、
令
和
元
年
度
事
業
計
画
と
収
支
予
算
が
承

認
さ
れ
た
。ま
た
役
員
改
選
で
は
、
渡
辺
勝
三

会
長
の
留
任
と
副
会
長
、
理
事
な
ど
の
新
役
員

も
承
認
さ
れ
た
。

　
引
き
続
き
開
催
し
た
講
演
会
で
は
、
台
北
駐

福
岡
經
濟
文
化
辧
事
處
の
陳
忠
正
総
領
事
と
、

台
湾
貿
易
セ
ン
タ
ー
福
岡
事
務
所
の
駱
慧
娟

所
長
が
、
そ
れ
ぞ
れ
﹁
日
台
の
魂
の
交
流

－

１

１
０
歳
の
日
本
人
元
教
師
と
台
湾
人
日
本
語

世
代
の
交
流

－
﹂﹁
台
湾
に
つ
い
て
知
る

－

貿

易
・
経
済
を
中
心
に

－

﹂
と
題
し
講
演
を
行
っ

た
。

　
そ
の
後
の
会

員
交
流
会
で
は
、

来
賓
や
県
内
の

台
湾
出
身
者
・

留
学
生
な
ど
、
約

60
名
が
参
加
し
、

相
互
交
流
を
深

め
た
。

令
和
元
年
度
総
会
を
開
催

6
11

6
3

　
鹿
児
島
日
韓
親

善
協
会
︵
会
長

：
鹿
児
島
商
工
会
議

所 

渡
辺
勝
三
特
別

相
談
役
︶
は
６
月

13
日
、
東
急
Ｒ
Ｅ

Ｉ
ホ
テ
ル
に
て
、

令
和
元
年
度
の
総

会
・
講
演
会
・
会

員
交
流
会
を
開
催

し
た
。

　
総
会
で
は
、
平

成
30
年
度
事
業
報
告
・
決
算
、
令
和
元
年
度
事

業
計
画
・
予
算
が
承
認
さ
れ
た
他
、
役
員
改
選

が
行
わ
れ
、
渡
辺
会
長
の
留
任
及
び
新
役
員
の

選
任
が
承
認
さ
れ
た
。

　
総
会
に
続
い
て
、﹃
シ
ュ
リ
﹄﹃
Ｊ
Ｓ
Ａ
﹄を
国

内
で
ヒ
ッ
ト
さ
せ
韓
流
ブ
ー
ム
の
火
付
け
役

と
呼
ば
れ
る
映
画
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
の
李
鳳
宇

氏
が﹁
韓
国
映
画
の
最
前
線
〜
過
去
、
現
在
、
未

来
〜
﹂
と
題
し
て
講
演
を
行
い
、
参
加
者
は
熱

心
に
聴
講
し
た
。

　
講
演
会
に
引
き
続
い
て
行
わ
れ
た
会
員
交

流
会
で
は
、
駐
福
岡
大
韓
民
国
総
領
事
館
の

孫
鍾
植
総
領
事
を
は
じ
め
、
県
内
在
住
の
韓
国

出
身
者
・
留
学
生
ら
53
名
が
参
加
し
、
親
睦
を

深
め
た
。

6
13

鹿
児
島
日
華
親
善
協
会

令
和
元
年
度
事
業
計
画
や

　
　
　
　
　
　  
予
算
な
ど
を
承
認

鹿
児
島
港
利
用
促
進
協
議
会
総
会

令
和
元
年
度 

総
会
・
講
演
会
・

　
　
　
　
　  

会
員
交
流
会
を
開
催

鹿
児
島
日
韓
親
善
協
会

ち
ん
ち
ゅ
う
せ
い

ら
く
け
い
け
ん

り
ぼ
ん
う

そ
ん 

じ
ゅ
ん
し
く
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■
先
端
設
備
等
導
入
計
画
と
は
？

　
中
小
企
業
者
が
、①
計
画
期
間
内
に
、②
労

働
生
産
性
を
向
上
さ
せ
る
た
め
、　
③
先
端
設

備
等
を
導
入
す
る
計
画
を
策
定
し
、
所
在
す
る

市
区
町
村
の
﹁
導
入
促
進
基
本
計
画
﹂
等
に
合

致
す
る
場
合
に
認
定
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

■
3
つ
の
支
援
措
置

　
〇
税
制
支
援

固
定
資
産
税
の
課
税
標
準
を
３
年
間
　

ゼ
ロ
に
軽
減︵
※
鹿
児
島
市
の
場
合
︶

　
〇
金
融
支
援

信
用
保
証
協
会
が
普
通
保
険
等
の
通
常

枠
と
は
別
枠
で
追
加
保
証
枠
を
設
定

　
〇
補
助
金
の
優
先
採
択

　
　
一
部
の
補
助
金
で
審
査
時
の
加
点

　
（例） 

も
の
づ
く
り
補
助
金

経営相談ガイド

経
営
相
談
ガ
イ
ド

「
先
端
設
備
等
導
入
計
画
」
の
作
成
を
支
援
し
ま
す

〜
新
た
な
設
備
投
資
を
後
押
し
す
る
3
つ
の
支
援
措
置
〜

　
先
端
設
備
等
導
入
計
画
の
認
定
を
受
け
る
こ
と
で
、
新
た
な
設
備
投
資
の
導
入
に
際
し
、

支
援
措
置
（
税
制
支
援
・
金
融
支
援
・
補
助
金
の
優
先
採
択
）
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
当
商
工
会
議
所
は
、
先
端
設
備
等
導
入
計
画
の
認
定
を
目
指
す
中
小
企
業
・
小
規
模
事
業

者
の
計
画
書
作
成
を
支
援
し
ま
す
。

　
設
備
投
資
を
お
考
え
の
方
は
、
ま
ず
は
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

○先端設備等導入計画の主な要件

※市町村によって、対象設備及び地域等が異なる場合あり

主な要件 内　　容

計画期間 3年間、4年間又は5年間

計画期間において、基準年度＊比で労働生産性が年平均3％以上向上すること
＊直近の事業年度末

労働生産性の向上に必要な生産、販売活動等の用に直接供される下記設備
【減価償却資産の種類】
　機械装置、測定工具及び検査工具、器具備品、建物附属設備、ソフトウエア

○導入促進指針及び導入促進基本計画※に適合するものであること
○先端設備等の導入が円滑かつ確実に実施されると見込まれるものであること
○認定経営革新等支援機関（商工会議所、商工会等）において事前確認を行った
　計画であること

労働生産性

先端設備
等の種類

計画内容

（営業利益＋人件費＋減価償却費）

労働投入量
（労働者数又は労働者数×1人当たり年間就業時間）

○算定式
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鹿児島県事業引継ぎセンター

鹿児島県事業引継ぎ支援センター

～事業承継のお悩みや疑問等々、お気軽にご相談下さい～

お申込み・受付

まずは、お電話やメールなどでご連絡ください。

ご相談・アドバイス

当センターの窓口までお越しいただくか、専門相談員が事業所様へお伺いします。

相談員が、事業承継に向けた疑問点やお悩みについての相談をお受けするとともに、経営

状況の把握や具体的な課題を抽出し、親族内・従業員承継、第三者承継などの事業引継ぎ

に関わる様々なアドバイスをいたします。

事業引継ぎ支援

ご相談の内容に応じて事業承継計画書の策定についてサポートしたり、お客様が第三者

等へ事業引継ぎを希望される場合は、その内容に応じて、金融機関などへの橋渡しや

全国のセンターに登録されている売り・買い情報の提供を行います。

1.

2.

3.

後継者を探し、しっかりと引継ぎを終えるには5年から10年かかるといわれています。
当センターは、後継者へのスムーズな承継のサポートとともに、後継者のいない皆様の後継
者探しをお手伝いする公的機関です。

ご 相 談 の 流 れ

後継者と一緒に経営全般を見直したい
事業継承計画について相談したい

子供（親族）へ計画的に
事業を継承したい！

親族内承継

事業の引受先を探してもらえないか？
交渉や契約の流れについて相談したい

他の企業に会社（事業）を譲りたい！

第三者承継

相手をどのように探せばよいか？
交渉や契約の流れについて相談したい

他の企業（事業）を譲り受けたい！

第三者承継

後継者と一緒に経営全般を見直したい
事業を引継ぐ手続きについて相談したい

従業員に後継者として
会社を任せたい！

役員・従業員承継

こんな相談が寄せられています

事業承継は多くの時間を必要とします。余裕を持って取り組むことが重要です。

鹿児島商工会議所（鹿児島県事業引継ぎ支援センター）
TEL：099-225-9534　FAX：099-227-1977
〒892‐8588　鹿児島市東千石町1‐38アイムビル13階（鹿児島商工会議所内）
http://www.kagoshima‐cci.or.jp   E-mail:k-hikitsugi@chic.ocn.ne.jp
＊公的機関であり、秘密は厳守、相談は無料です。

事業承継

相談
無料

中小企業・小規模事業者の皆様へ

経済産業省 九州経済産業局 委託事業
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会員さんクローズアップ

そ
の
人
に
と
っ
て
の
﹁
い
い
音
﹂
を
実
現
す
る
、
そ
れ
が
私
の
仕
事
で
す

い
い
音
で
、
い
い
音
楽
を
！

心
地
良
い
時
間
を
提
供
し
た
い

創
業
塾
へ
の
参
加
で

独
立
開
業
の
道
筋
が
見
え
た

思
い
切
っ
て
新
店
舗
に

た
だ
前
進
あ
る
の
み

　
﹁
ど
ん
な
音
が
い
い
の
？
﹂
と
聞
か
れ

た
ら
、﹁
あ
な
た
が
好
き
な
音
で
す
よ
﹂
と

答
え
ま
す
。
当
店
は
カ
ー
オ
ー
デ
ィ
オ
の

専
門
店
。
お
客
様
が
求
め
る
音
を
実
現
す

る
た
め
に
全
力
を
尽
く
し
ま
す
。

　
音
楽
の
ジ
ャ
ン
ル
に
よ
っ
て
求
め
ら
れ

る
音
は
違
い
ま
す
し
、
感
じ
方
も
人
そ
れ

ぞ
れ
で
す
。
デ
モ
カ
ー
で
音
を
体
感
し
て

い
た
だ
い
た
り
も
し
て
い
ま
す
。
お
客
様

と
の
会
話
は
趣
味
の
話
題
が
ほ
と
ん
ど
。

音
楽
の
好
み
の
ほ
か
、
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル

や
休
日
の
過
ご
し
方
な
ど
も
聞
い
て
い
く
。

そ
う
い
っ
た
こ
と
を
ヒ
ン
ト
に
し
な
が
ら
、

音
作
り
を
提
案
し
ま
す
。

　
機
器
を
車
に
取
り
付
け
る
だ
け
で
は
、

カ
ー
オ
ー
デ
ィ
オ
の
実
力
は
引
き
出
せ
ま

せ
ん
。
微
調
整
が
不
可
欠
で
す
。
音
域
出

力
の
バ
ラ
ン
ス
、
ス
ピ
ー
カ
ー
︵
運
転
席

か
ら
ス
ピ
ー
カ
ー
ま
で
の
距
離
は
左
右
で

違
う
た
め
、
音
が
出
る
タ
イ
ミ
ン
グ
を
ず

ら
す
必
要
が
あ
る
︶
な
ど
細
部
ま
で
調
整
。

そ
の
人
が
心
地
良
く
な
れ
る
﹁
自
分
だ
け

の
音
﹂
を
作
り
込
ん
で
い
き
ま
す
。

　
音
響
関
係
だ
け
で
な
く
、
車
に
関
す
る

ご
要
望
に
幅
広
く
対
応
し
ま
す
。
ほ
か
に

カ
ー
ナ
ビ
・
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
機
器
・
自

動
車
部
品
・
電
装
品
な
ど
も
手
が
け
て
い

ま
す
。
最
近
で
は
ド
ラ
イ
ブ
レ
コ
ー
ダ
ー

の
相
談
も
増
え
て
い
ま
す
。

　　
当
店
は
２
０
０
３
年
２
月
に
オ
ー
プ
ン

し
ま
し
た
。
商
工
会
議
所
と
の
関
わ
り
は
、

そ
の
ち
ょ
っ
と
前
か
ら
に
な
り
ま
す
。

　
独
立
開
業
を
思
い
立
っ
た
も
の
の
、
何

を
ど
う
す
れ
ば
い
い
の
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。

そ
の
と
き
に
創
業
塾
の
こ
と
を
知
り
、
参

加
し
て
み
る
こ
と
に
。
こ
の
中
で
い
ろ
い

ろ
な
こ
と
を
知
る
こ
と
が
で
き
、
開
業
に

向
け
て
の
と
っ
か
か
り
に
な
り
ま
し
た
。

　
経
営
セ
ー
フ
テ
ィ
共
済
︵
中
小
企
業
倒

産
防
止
共
済
︶
や
小
規
模
企
業
共
済
に
も

入
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
が
あ
る
こ
と
で

思
い
っ
切
り
仕
事
に
打
ち
込
め
ま
す
。

　
ま
た
、
マ
ル
経
融
資
︵
小
規
模
事
業
者

経
営
改
善
資
金
︶
を
活
用
し
た
こ
と
も

あ
っ
て
、
そ
の
資
金
で
カ
ー
オ
ー
デ
ィ
オ

の
デ
モ
カ
ー
を
導
入
し
ま
し
た
。

　
２
０
１
８
年
７
月
に
現
在
の
店
舗
に
移

転
し
ま
し
た
。
き
っ
か
け
は
、
4
年
ほ
ど

前
か
ら
息
子
が
い
っ
し
ょ
に
働
く
よ
う
に

な
っ
た
こ
と
。
二
代
目
に
残
せ
る
も
の
を
、

と
考
え
て
自
前
の
店
を
持
つ
こ
と
に
し
た

の
で
す
。
人
生
を
賭
け
た
買
い
物
。
大
き

な
覚
悟
も
で
き
ま
し
た
。
が
む
し
ゃ
ら
に

前
進
す
る
だ
け
で
す
。

　
時
流
に
乗
り
遅
れ
な
い
こ
と
も
大
事
で

す
。
つ
ね
に
情
報
を
先
取
り
し
て
、
最
先

端
の
も
の
を
提
案
。
お
客
様
の
要
望
に
応

え
て
い
き
ま
す
。

　
カ
ー
オ
ー
デ
ィ
オ
の
素
晴
ら
し
さ
を
訴

え
て
、
お
客
様
の
裾
野
を
広
げ
る
必
要
も

あ
り
ま
す
。
今
は
情
報
発
信
の
手
段
も
多

様
化
。
使
え
る
も
の
は
活
用
し
て
い
く
。

例
え
ば
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
息
子
が
毎
日
更
新
し

て
い
ま
す
。
こ
れ
が
新
規
顧
客
の
獲
得
に

つ
な
が
っ
た
り
も
し
て
い
ま
す
。

　
車
内
で
音
楽
を
聴
く
と
き
、
音
が
い
い

と
や
は
り
違
い
ま
す
。
カ
ー
オ
デ
ィ
オ
の

世
界
は
面
白
い
！
　
こ
の
思
い
を
、
よ
り

多
く
の
方
と
共
有
し
た
い
。

カーオーディオの音作りに情熱をかける。ウェイブロードでは、
ひとりひとりの要望にあわせて丁寧に作り上げていきます。
車と音楽について語るとき、奈須さんはとても楽しそうでした。

な   す   ひろあき

奈須 浩明 さん（58）代表取締役

有限会社ウェイブロード

創　　業
平成14年12月
住　　所
鹿児島市小川町2-11
T E L
099-805-1862
営業時間
10:00～20:00
定 休 日
水曜日

店内の体感スペース。運転席風のイスに座って体全体
で音を感じる。歌い手の息づかいまで聴こえます。

会 員 さ ん 情 報 【有限会社ウェイブロード】

会員さんクローズアップ
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快進撃企業に学べ

教
授
　
坂
本 

光
司

人
を
大
切
に
す
る
経
営
学
会

1947年生まれ。福井県立大学教授、静岡文化芸
術大学教授。法政大学大学院政策創造研究科(地
域づくり大学院)教授、 同静岡サテライトキャン
パス長などを歴任。国や県、市町、商工会議所など
の審議会・委員会の委員を多数兼務している。著
書に『日本でいちばん大切にしたい会社』(あさ出
版)、『この会社はなぜ快進撃が続くのか』(かんき
出版)など。

さかもと・こうじ

Kouji
Sakamoto

PROFILE

　
東
京
・
池
袋
駅
か
ら
東
武
東
上
線
で
20

分
ほ
ど
の
鶴
瀬
駅
で
下
車
し
、
そ
こ
か
ら
車

で
７
分
ほ
ど
走
っ
た
ロ
ー
ド
サ
イ
ド
の
両

側
に
、
大
和︵
や
ま
と
︶合
金
株
式
会
社
の
実

質
的
な
本
社
工
場
で
あ
る
三
芳
工
場
が
あ

る
。同
社
の
主
事
業
は
、
特
殊
銅
合
金
材
料

の
開
発
か
ら
製
造
・
販
売
ま
で
自
社
で
一

貫
し
て
行
う
、特
殊
銅
合
金
の
開
発
型
製
造

業
で
あ
り
、
ニ
ッ
チ︵
隙
間
︶市
場
で
は
あ
る

が
、
こ
の
分
野
で
は
今
や
著
名
な
企
業
と

な
っ
て
い
る
。

　
同
社
は
１
９
４
１
年
、現
社
長
で
あ
る
萩

野
源
次
郎
氏
の
祖
父
が
創
業
し
た
。創
業
の

き
っ
か
け
は
、
勤
務
し
て
い
た
大
手
鋼
材

メ
ー
カ
ー
で
特
殊
な
新
材
料
の
開
発
に
成

功
し
、
そ
の
進
化
と
普
及
の
た
め
、
脱
サ
ラ

し
た
こ
と
で
あ
っ
た
。

　
そ
の
後
、
幾
多
の
困
難
も
あ
っ
た
が
、
創

業
者
が
当
初
、
高
ら
か
に
掲
げ
た﹁
誠
実
一

路
﹂﹁
積
極
一
貫
﹂﹁
大
和
一
体
﹂﹁
創
造
開
発
﹂

と
い
う
経
営
理
念
を
中
軸
に
据
え
た﹁
ぶ
れ

な
い
経
営
﹂﹁
大
家
族
的
経
営
﹂を
進
め
て
き

た
こ
と
も
あ
り
、
現
在
で
は
、
グ
ル
ー
プ
会

社
で
あ
る
三
芳
合
金
工
業
株
式
会
社
と
合

わ
せ
、
社
員
数
１
４
０
人
、
売
上
高
約
１
０

０
億
円
に
ま
で
発
展
し
て
い
る
。

　
特
に
注
目
し
た
い
の
は
、こ
の
10
年
間
で

多
く
の
製
造
業
が
一
進
一
退
を
繰
り
返
す

中
、同
社
は
売
上
高
も
社
員
数
も
約
２
倍
に

増
加
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

　
そ
れ
ば
か
り
か
、こ
れ
ま
で
の
開
発
努
力

や
提
案
努
力
が
企
業
や
研
究
機
関
か
ら
高

い
評
価
を
受
け
、取
引
先
も
国
内
外
の
著
名

な
企
業
な
ど
約
５
０
０
社
に
ま
で
増
加
し

て
い
る
。中
で
も
、
近
年
、
欧
米
の
航
空
機

メ
ー
カ
ー
か
ら
開
発
や
製
造
の
依
頼
が
殺

到
し
て
い
る
と
い
う
。

　
同
社
の
発
展
の
要
因
は
理
念
経
営
、つ
ま

り
、大
企
業
を
は
じ
め
と
す
る
他
社
と
の
争

い
を
避
け
、タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
少
量
・
多
品
種

か
つ
ス
ピ
ー
ド
が
要
求
さ
れ
る
、い
わ
ゆ
る

ニ
ッ
チ
市
場
に
特
化
す
る
と
と
も
に
、創
業

以
来
、
下
請
け
を
嫌
い
、
開
発
・
製
造
・
販

売
を
保
有
す
る
独
立
経
営
を
ひ
た
す
ら

行
っ
て
き
た
こ
と
で
あ
る
。

　
加
え
て
、
創
業
時
よ
り
、
会
社
は﹁
家
族
・

社
員
フ
ァ
ー
ス
ト
﹂を
明
確
に
掲
げ
、
社
員

や
そ
の
家
族
が
幸
せ
を
実
感
で
き
る
よ
う

な﹁
大
家
族
的
経
営
﹂や
、
社
員
を
伸
ば
し
て

会
社
を
伸
ば
す
と
い
っ
た
社
員
一
人
一
人

の
側
に
立
っ
た
﹁
人
財
育
成
経
営
﹂
に
注
力

し
て
き
た
こ
と
で
あ
る
。

　
余
談
だ
が
、
同
社
の
親
子
社
員
、
兄
弟
・

姉
妹
社
員
、夫
婦
社
員
の
多
さ
に
は
驚
か
さ

れ
る
。そ
れ
は
言
う
ま
で
も
な
く
、
同
社
が

家
族
を
就
職
さ
せ
た
い﹁
良
い
会
社
﹂と
、
社

員
に
評
価
さ
れ
て
い
る
か
ら
に
ほ
か
な
ら

な
い
。

快
進
撃
企
業
に
学
べ

モ
ノ
づ
く
り
で
頑
張
る
大
和
合
金
株
式
会
社
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部会委員会活動報告

鹿
児
島
で
バ
ナ
ナ
を
栽
培

〈
製
造
・
整
備
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
部
会
　

委
員
研
修
会
〉 部会委員会

活動報告

■
日
時
　
5
月
20
日
18
時
30
分
〜

■
場
所
　
ホ
テ
ル
・
レ
ク
ス
ト
ン
鹿
児
島

■
講
師

　
神
バ
ナ
ナ
株
式
会
社
　
経
営
企
画
部
　

シ
ニ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
　

　
　
　
　
　
　
　
　
西
園
　
み
や
子
　
氏

■
演
題

　
国
産
無
農
薬
バ
ナ
ナ
の
栽
培

■
概
要

　
当
社
は
、
熱
帯
の
作
物
で
あ
る
バ
ナ
ナ

を
鹿
児
島
県
で
栽
培
し
て
い
る
。鹿
児
島

の
気
候
で
バ
ナ
ナ
栽
培
を
可
能
に
す
る
方

法
が
﹁
凍
結
解
凍
覚
醒
法
﹂
で
あ
る
。種
子

を
1
8
0
日
間
程
か
け
て
マ
イ
ナ
ス
60
℃

ま
で
ゆ
っ
く
り
と
冷
却
し
、
寒
さ
に
耐
え

る
潜
在
的
な
能
力
を
目
覚
め
さ
せ
る
。凍

結
し
た
種
子
を
解
凍
し
、
生
き
抜
い
た
苗

だ
け
を
選
別
し
増
や
し
て
い
く
。こ
の
方

法
に
よ
り
温
帯
地
域
で
も
栽
培
可
能
に
な

り
、成
長
速
度
が
飛
躍
的
に
向
上
す
る
。

　
当
社
は
バ
ナ
ナ
栽
培
の
環
境
に
強
い
こ

だ
わ
り
を
も
っ
て
い
る
。川
辺
町
の
盆
地

特
有
の
朝
と
昼
の
寒
暖
差
を
利
用
し
バ
ナ

ナ
の
甘
み
、
う
ま
み
を
最
大
限
に
引
き
出

し
て
い
る
。ま
た
、
南
九
州
市
川
辺
清
水
の

名
水
百
選
に
選
ば
れ
て
い
る
ミ
ネ
ラ
ル
豊

富
な
水
を
源
泉
か
ら
毎
日
く
み
上
げ
て
与

え
て
い
る
。さ
ら
に
追
熟
︵
収
穫
後
に
一
定

期
間
置
き
、
甘
さ
を
増
し
、
果
肉
を
柔
ら
か

く
す
る
処
理
︶に
は
、
調
湿
性
・
抗
菌
性
に

優
れ
た
も
み
の
木
を
使
用
し
た
専
用
の
追

熟
室
を
製
作
し
使
用
し
て
い
る
。

　
現
在
、
果
肉
を
バ
ナ
ナ
チ
ッ
プ
ス
等
に

加
工
し
て
販
売
し
て
い
る
ほ
か
、
佐
賀
県

の
村
岡
総
本
舗
の
﹁
バ
ナ
ナ
羊
羹
﹂
等
に
使

用
さ
れ
て
い
る
。ま
た
、
無
農
薬
で
栽
培
し

て
い
る
た
め
、
ヨ
ウ
酸
や
ビ
タ
ミ
ン
Ａ
、
カ

リ
ウ
ム
が
豊
富
な
皮
、
花
、
葉
の
各
種
粉
末

も
販
売
し
て
い
る
。自
信
を
も
っ
て
育
て

て
い
る
バ
ナ
ナ
を
多
く
の
方
に
届
け
ら
れ

る
よ
う
、
今
後
も
県
内
外
へ
の
販
路
開
拓

に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

25：00 7：00 ￥300
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部会委員会活動報告

鹿
児
島
を
コ
ー
ヒ
ー
の
生
産
地

　
　
　
と
し
て
確
立
す
る
た
め
に

〈
商
業
部
会
　
委
員
研
修
会
〉

■
日
時
　
5
月
21
日
18
時
30
分
〜

■
場
所
　
山
形
屋
　
7
階
　
桜
島

■
講
師

　
一
般
社
団
法
人

　
　
　
　
鹿
児
島
県
産
珈
琲
生
産
協
会

　
　
　
　
代
表
理
事
　
東
　
さ
つ
き
　
氏

■
演
題

　
日
本
で
コ
ー
ヒ
ー
豆
を

　
　
　
　
　
　
　
生
産
す
る
と
い
う
こ
と

■
概
要

　
鹿
児
島
県
産
の
食
材
を
使
っ
た
飲
食
店

の
開
業
時
に
鹿
児
島
県
産
の
珈
琲
豆
が
無

か
っ
た
こ
と
か
ら
、
２
０
０
８
年
よ
り
珈

琲
栽
培
を
始
め
た
。鹿
児
島
県
の
沖
永
良

部
島
は
北
緯
27
度
で
、
コ
ー
ヒ
ー
ベ
ル
ト

地
帯
に
あ
る
キ
リ
マ
ン
ジ
ャ
ロ
や
ケ
ニ
ア

等
の
珈
琲
豆
生
産
地
と
ほ
ぼ
同
じ
緯
度
に

位
置
し
、
珈
琲
栽
培
に
適
し
た
気
候
と
考

え
た
。

　
珈
琲
豆
の
苗
木
を
植
え
て
商
品
化
す
る

ま
で
に
は
様
々
な
苦
労
が
あ
っ
た
。２
０

１
２
年
に
は
、
台
風
の
塩
害
に
よ
り
農
園

が
大
き
な
被
害
を
受
け
た
。ま
た
、
果
肉
除

去
や
発
酵
と
い
っ
た
栽
培
後
の
加
工
も
、

試
行
錯
誤
し
な
が
ら
取
り
組
ん
だ
。焙
煎

は
、
金
沢
大
学
と
金
沢
鉄
工
所
の
協
力
を

得
て
、
珈
琲
豆
の
細
胞
壁
を
壊
さ
ず
に
焙

煎
で
き
る
遠
赤
外
線
焙
煎
機
を
導
入
し

た
。栽
培
か
ら
焙
煎
に
至
る
ま
で
、
こ
だ
わ

り
の
つ
ま
っ
た
珈
琲
豆
が
で
き
あ
が
っ

た
。

　
２
０
１
８
年
に
は
応
募
が
1
度
し
か
出

来
な
い
﹁
か
ご
し
ま
の
新
特
産
品
コ
ン

ク
ー
ル
﹂に
て
奨
励
賞
を
受
賞
し
た
。

　
現
在
、
鹿
児
島
を
珈
琲
の
生
産
地
と
し

て
確
立
す
る
た
め
に
、
経
営
の
傍
ら
鹿
児

島
県
産
珈
琲
生
産
協
会
︵
Ｋ
Ｄ
Ｃ
Ａ
︶
の
活

動
も
行
っ
て
い
る
。ま
た
、
今
年
２
月
に
は

鹿
児
島
県
大
島
支
庁
長
主
催
で
﹁
奄
美
地

域
コ
ー
ヒ
ー
生
産
に
係
る
意
見
交
換
会
﹂

を
開
催
さ
れ
た
。

　
今
後
は
、
こ
の
協
会
に
よ
る
認
定
マ
ー

ク
︵
Ｋ
Ｄ
Ｃ
Ａ
認
定
︶
を
発
行
し
、
ブ
ラ
ン

ド
の
価
値
向
上
を
目
指
し
て
い
る
。ま
た
、

国
・
県
・
市
町
村
の
農
産
品
目
に
珈
琲
豆

の
登
録
を
要
望
す
る
こ
と
に
よ
り
、
珈
琲

豆
の
生
産
者
が
行
政
の
支
援
等
を
受
け
な

が
ら
栽
培
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
き
た

い
。
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インフォメーション

　請求書兼振込用紙を6月4日に郵送いたしまし

たので、納入済ではない会員の皆様におかれま

しては、指定口座へ7月31日までにご納入賜り

ますようお願い申し上げます。

　なお、請求書兼振込用紙で当商工会議所指定

の金融機関から納入する場合、振込手数料は無

料となります。

　また、便利で確実な口座振替をお勧めしてお

ります。ご希望の方は、口座振替申出書をお送

りいたしますので、ご連絡をお願い致します。

　5月15日に2019年度の会費をご登録口座より振

り替えましたが、何らかの理由により振り替えがで

きなかった会員の皆さまにおかれましては、改めて

7月16日に会費を振り替えさせて頂きます。　　

　お手数ではございますが、2，3日前までに口

座残高をご確認ください。

　対象となる方には、6月下旬に「2019年度会

費の口座振替について」を郵送にてご案内してい

ますので、ご確認賜りますようお願い申し上げま

す。

※商工会議所の会費は必要経費または損金として処理できます。
※口座の変更や納付方法についてご不明な点は下記までお問い合わせください。

【お問い合わせ】　企業支援課 TEL：099-225-9522

口座振替の方 振込の方
再振替日：7月16日(火) 納入期限：7月31日(水)

2019年度商工会議所会費 納入のお願い
会員の皆さまへ

事 業 所 名 事 業 内 容 事 業 内 容事 業 所 名

事 業 内 容HAIR room COCOA

㈱フロームワン

Victori

violet English

DELI CAFE Ai

㈱おさいビジネス

㈲フォー・ユー

荒川酔響

㈱ジャパントラストライン

㈲遠矢自動車

(福)光愛福祉会

KANO FOOD & HEALTH㈱

ヨガスタジオ　ソラヨガ

ヒラタボデー

武田塾鹿児島中央校

㈲新生技研

天川リゾート㈱

太一商店騎射場店

㈱スマイルファミリー

コスモレンテック㈱

旬酒屋　海神　ひじり

nico-ange

日本ネクセル㈱

美容業

IT、デザイン、イベント企画

エステ、美容業

英会話講師

飲食業

経営コンサルタント業

飲食業

飲食業

運送業

自動車販売、自動車整備・車検、自動車板金塗装

保育所、児童発達支援

ヨガスタジオ

鈑金塗装業、車両販売業

学習塾、サービス（教育）

外柵工事、リフォーム工事

旅館業

飲食業（ラーメン屋）

訪問看護

内装用仮設資材のレンタル

飲食業（居酒屋）

マタニティペイント、手形足形アート

インターネット回線取次、インターネット設定

roamers and seekers

うえかま整骨院

㈱ファインテック

リサイクルショップAQUA

(福)大潟福祉会

旬味　割烹　まめ福

中央殖産㈱

㈱オキス

㈲内紘電機

デュアルドローンハンドラーズ㈱

㈱行雲

食パン工房　カズ

システム物流㈱

山川貨物自動車㈱

ドラゴンクロー

㈱KOUDA GOLF SCHOOL

cocuu

㈱オートクルーズ

㈱JAMBOREE

お好焼　二年五組

㈱霧島ソーイング

九電不動産㈱

衣料品小売業

柔道整復

不動産、リフォーム、黒酢販売

リサイクル業、引越・粗大ゴミ回収、遺品整理

児童福祉事業、障害福祉事業

飲食業（和食店）

建設業、不動産業

農業、卸売業・小売業、製造業

テレビアンテナの取付工事、電気配線工事業

飲食業（焼鳥屋）

パン製造・販売

一般貨物自動車運送事業

貨物自動車運送業

美容ハサミ販売、ハサミ研ぎ

ゴルフスクール、インドアゴルフ練習場

婦人服小売業

自動車販売業、自動車鈑金塗装

自動車整備業

飲食業（お好焼）

縫製

不動産業

味噌の小売、しゃぶしゃぶ出汁の製造・販売、
しゃぶしゃぶ肉卸売業

新 入 会 員 紹 介

ドローンによる空撮業務、水中ドローンによる水中
調査・点検業務、水中ドローンの販売・メンテナンス





シ
ニ
ア
エ
デ
ィ
タ
ー
　
渡
辺 

和
博

日
経
Ｂ
Ｐ
社
「
日
経
ビ
ジ
ネ
ス
」

1986年筑波大学大学院理工学研究科修士課程修了。
同年日本経済新聞社入社。全国各地のものづくり企
業、自治体、地域商社やＤＭＯなどを取材、地域に持続
的に稼げるビジネスをつくることをテーマにした著
書『地方発ヒットを生む逆算発想のものづくり』があ
る。全国の商工会議所などで地域活性化や名産品開発
を支援する講演などを実施している。

わたなべ・かずひろ

Watanabe
Kazuhiro
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イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
通
販
を
含
む
通
信
販

売
は
年
々
市
場
規
模
を
拡
大
し
て
い
ま
す
。

日
本
通
信
販
売
協
会
の
調
べ
に
よ
る
と
２

０
１
７
年
度
の
通
販
市
場
は
約
７
・
５
兆

円
で
前
年
に
比
べ
て
約
９
％
も
伸
び
て
い

ま
す
。そ
れ
だ
け
物
流
関
連
の
ビ
ジ
ネ
ス
も

梱
包
︵
こ
ん
ぽ
う
︶
材
の
市
場
も
拡
大
し
て

い
ま
す
。

　
高
知
県
の
小
さ
な
ポ
ッ
プ
コ
ー
ン
製
造

会
社
が
、
ポ
ッ
プ
コ
ー
ン
を
﹁
食
べ
ら
れ
る

緩
衝
材
﹂
と
し
て
売
り
出
し
た
と
こ
ろ
、
こ

れ
が
ネ
ッ
ト
上
で
大
き
な
話
題
を
呼
び
ま

し
た
。テ
レ
ビ
の
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
番
組
な
ど

で
取
り
上
げ
ら
れ
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
注
文

が
殺
到
し
ま
し
た
。

　
通
販
で
買
っ
た
商
品
を
運
搬
す
る
際
に

隙
間
を
埋
め
る
緩
衝
材
は
、
商
品
が
届
い
た

途
端
︵
と
た
ん
︶
に
捨
て
ら
れ
る
運
命
に
あ

り
ま
す
。そ
れ
を
な
ん
と
な
く
﹁
も
っ
た
い

な
い
、
無
駄
だ
な
﹂
と
感
じ
て
い
る
人
が
多

か
っ
た
こ
と
も
、
食
べ
ら
れ
る
緩
衝
材
ポ
ッ

プ
コ
ー
ン
が
ヒ
ッ
ト
し
た
要
因
だ
と
思
い

ま
す
。

　
そ
こ
に
目
を
付
け
て
大
真
面
目
に
商
品

化
し
た
こ
と
が
成
功
を
呼
び
込
み
ま
し
た
。

パ
ッ
ケ
ー
ジ
も
中
身
の
ポ
ッ
プ
コ
ー
ン
が

見
え
る
よ
う
透
明
に
し
て
、
商
品
説
明
も

ち
ょ
っ
と
コ
ミ
カ
ル
に
﹁
こ
の
緩
衝
材
は
食

べ
ら
れ
ま
せ
ん→

食
べ
ら
れ
ま
す
﹂
と
あ
え

て
書
い
て
い
ま
す
。こ
う
し
た
遊
び
心
と
柔

軟
な
も
の
づ
く
り
は
小
規
模
な
会
社
だ
か

ら
こ
そ
実
現
し
た
と
も
い
え
ま
す
。

　
も
う
一
つ
の
事
例
を
紹
介
し
ま
す
。静
岡

県
に
あ
る
小
さ
な
家
具
製
造
会
社
が
手
掛

け
て
い
る
、
長
距
離
ト
ラ
ッ
ク
の
運
転
席
に

置
く
組
み
込
み
家
具
で
す
。長
距
離
ト
ラ
ッ

ク
の
運
転
手
は
運
転
席
と
そ
の
後
ろ
に
あ

る
簡
易
ベ
ッ
ド
で
何
日
も
泊
ま
り
込
み
な

が
ら
仕
事
を
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。そ
の

た
め
空
い
て
い
る
助
手
席
な
ど
の
ス
ペ
ー

ス
に
、
着
替
え
や
ち
ょ
っ
と
し
た
食
料
な
ど

を
収
納
す
る
ボ
ッ
ク
ス
、
棚
な
ど
を
つ
く
り

付
け
て
い
る
人
も
多
い
よ
う
で
す
。

　
長
距
離
ト
ラ
ッ
ク
の
運
転
は
ハ
ー
ド
な

仕
事
で
、
人
材
の
確
保
が
難
し
い
業
種
で

す
。運
送
会
社
と
し
て
も
、
運
転
手
の
働
く

環
境
が
快
適
に
な
れ
ば
安
全
性
も
高
ま
り

ま
す
し
、
職
場
の
定
着
率
を
上
げ
る
こ
と
に

も
プ
ラ
ス
に
働
き
ま
す
。

　
こ
の
家
具
製
造
会
社
は
さ
ま
ざ
ま
な
運

転
手
さ
ん
か
ら
の
意
見
を
取
り
入
れ
て
ト

ラ
ッ
ク
の
車
種
に
合
わ
せ
た
オ
ー
ダ
ー

メ
ー
ド
の
収
納
ボ
ッ
ク
ス
を
製
造
し
て
い

ま
す
。限
ら
れ
た
用
途
に
向
け
て
オ
ー
ダ
ー

メ
ー
ド
で
つ
く
る
た
め
、
大
手
の
家
具
メ
ー

カ
ー
は
参
入
し
て
き
ま
せ
ん
。当
然
な
が
ら

値
引
き
競
争
に
巻
き
込
ま
れ
る
こ
と
も
あ

り
ま
せ
ん
。

　
日
本
で
自
動
運
転
が
長
距
離
物
流
の
世

界
に
完
全
に
浸
透
す
る
に
は
ま
だ
時
間
が

か
か
り
ま
す
か
ら
、
当
面
こ
の
ビ
ジ
ネ
ス
は

切
実
な
ニ
ー
ズ
に
支
え
ら
れ
て
い
く
で

し
ょ
う
。

　
い
ず
れ
も
い
わ
ゆ
る
ニ
ッ
チ
市
場
で
す

が
、
世
の
中
の
ト
レ
ン
ド
と
合
わ
せ
て
み
る

と
、
必
要
と
さ
れ
て
生
ま
れ
る
べ
く
し
て
生

ま
れ
た
﹁
隙
間
﹂
商
品
だ
と
い
え
ま
す
。こ
う

し
た
分
野
に
目
を
付
け
て
、
自
社
の
持
つ
商

品
や
技
術
、
企
業
サ
イ
ズ
な
ど
と
う
ま
く

マ
ッ
チ
ン
グ
さ
せ
る
こ
と
で
、
新
た
な
ヒ
ッ

ト
商
品
を
生
み
出
し
て
い
る
の
で
す
。

トレンド通信

「
意
外
な『
隙
間
』に
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
が
あ
る
」



お問合せ先
●商工会議所の保険制度は、会員の皆さまの経営リスクの担保（リスクの移転）および従業員の福利厚生の充実を目的としており、全国商工会議所のスケールメリットにより、低廉な保険料でご加入いただける団体保険制度です。

例）業務災害補償プラン　最大 58％OFF　※割引率は引受保険会社によって異なります。

【お問い合わせ】鹿児島商工会議所　企業支援部　企業支援課　☎099-225-9522
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鹿
児
島
商
工
会
議
所
会
報

昭
和
二
十
九
年
八
月
七
日

第

三

種

郵

便

物

認

可

令
和
元
年
七
月
一
日
発
行

︵
毎
月
一
日
発
行
︶

発
行
　
鹿
児
島
商
工
会
議
所

印
刷
所
　
有
限
会
社
ク
リ
ア

定
価
　
四
百
円

︵
会
員
の
購
読
料
は
会
費
に
含
む
︶

鹿
児
島
市
東
千
石
町
一
│
三
八

鹿
児
島
商
工
会
議
所
ビ
ル
十
三
・
十
四
階

　
〇
九
九︵
二
二
五
︶九
五
〇
〇


